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（論文審査の要旨） 
木下聡子君提出の学位請求論文は「自動運転車を取り巻く System of Systemsアーキテクチャ
に対する安全の観点からの検証および妥当性確認」と題し、全 5章からなる。 
本論文では、今後導入されることが期待される自動運転車を取り巻く交通環境での安全性を確


























第 3章で明らかにした安全性要求を LTL(Linear Temporal Logic)で表し、CSPモデルの検査式とする
ことによって、システムモデルが安全性要求を満たすか否かを検証している。 
最後に第 5 章では、本論文全体のまとめを述べるとともに、今後、自動運転車が交通システム
に導入される中で、解決するべき課題を社会的な観点を含めて述べている。 
以上より、本論文は自動運転システムの設計、開発に携わる研究者および実務者のみならず、
自動運転車を取り巻く交通環境全体の安全性の確保に関与する多くの者に対して大いに参考とな
り、システムエンジニアリング学上寄与するところが少なくない。したがって、本論文の著者は
博士（システムエンジニアリング学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
